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 一方、分子動力学シミュレーションを用いて、Zr-Ni 系、Zr-Cu 系のアモルファス合金の三次元原子構造を計算し、








 以上のように、Zr55Cu30Al10Ni5 バルクアモルファス合金中で、ガラス転移温度よりも 250 K も低温において、原
子移動が可能であること、さらに可逆的な局所構造変化の可能性があることが本研究で初めて見出された。また四元
系 Zr 基アモルファス合金について、上記陽電子消滅特性の温度変化を満足する三次元構造モデルを作成することに
成功した。これらの成果は Zr 基バルクアモルファス合金の過冷却液体安定化機構の解明に貢献し、今後の材料開発
に新たな指針を与える独創的な研究である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
